
森や自然に夢中になれる社会を
つくるためには？
　日本においては、多くの人々が、我々を取り巻く環境として
森や自然との関わることが多く、森や自然を基盤において、夢
中になれる文化を生み出す社会を創り出してきたと考えられる。
　我々研究者は何をしてきただろうか。
　機能ごとに類型化した評価が深化していく一方で、「森や自
然に夢中になる」という人間の内面からの希求に関する施策や
研究は、客観的な題材にしづらく十分に進展してこなかった。
「森や自然の楽しみ」とは、いわば感覚的な側面が強く、科学
の枠に収まらないことが一つの大きな理由であろう。
　本特集ではその様な背景を認識した上で、あえて「森や自然
に夢中になれる社会をつくるためには？」というテーマを、改
めて考えていきたい。 （序章より）定価＝本体1,800円＋税
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